




































































十4.1mg/dl (12 f牛)、 LDL-C治宝-3.6mg/dl (9 f牛)、 TCカミー5.7mg/dl (12 f牛)、 TG治宝-12.5mg/dl (11'牛)であり、
LDL-C以外は有意な改善が認められた。なお、 TGにおいて 2件の未発表の検討が推測され、これを考慮す
ると TGのES統合値が-15.3mg/dlに修正される。また、 HDL-CのESと運動頻度(回/週)、 LDL-CのESと
運動頻度(回/逓)、もしくは実施期間(週)、 TCのESと実施期間(週)、 TGのESと実施期間(週)にお
いて有意な関連性が認められた。
(考察)
SBPのES統合値は修正の有無に関わらず、対象者の国籍を制限していなかった先行研究の統合値 (-3.5
mmHg程度)よりも低い値を示した。日常生活内における予防・改善方法の lつである減塩の実施は、血圧
を上昇させる物質や車中脂質項自の TCとTGの値が有意に上昇したと先行研究のメタアナリシスは報告し
ている。これらを考慮すると、塩分摂取の多い日本人において、継続的な運動実施は高血圧症と脂質異常症
の予紡・改善により適しているのかもしれない。また、本研究の分析結果から日本人における高血圧症と脂
質異常症の予防・改善に対する理想的な運動方法は、高頻度かつ継続的に行うことであると考えられる。
審査の結果の要旨
本論文は、日本人を対象として継続的な運動が血圧および血中指質項目に与える効果についてメタアナリ
シス手法を用いて検討し、運動の有効性を明らかにしたものである。運動の方法による効果の差異について
も検討がなされ興味ある結果が導き出されている。審査においては、メタアナリシス手法の妥当性・限界に
関する記述が不十分であるとの指摘に加え、基礎値および運動強度に関する検討を可能であれば追加したほ
うがよいとの意見が出された。しかし、論文の内容および価値については異論がなく、全員一致でその価値
を認めた。
平成 25年1月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細良Ij第 11条を適用し免除とした。
よって、著者は博士(スポーツ医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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